
   

日本学術会議 地球惑星科学企画分科会（第 25 期・第 4回）議事録 

 

1．日 時 令和 3年 5 月 21 日（金）17：00～19:40 

  

2．会 場 遠隔会議（主催会場：東京大学）  

 

3. 出 席 

委員：沖大幹、三枝信子、佐竹健治、田近英一、中村卓司、西弘嗣、春山成子、堀利栄 

オブザーバ：木村学（連携会員）、藤井良一（連携会員） 

 

4. 議題等 

（１）前回議事録確認 

（２）大型研究計画ヒアリングについて 

（３）JpGU「１時間で分かる学術会議」について 

（４）JpGU「地球惑星科学コミュニティと日本学術会議」について 

（５）その他 

 

5. 配布資料 

資料１  地球惑星科学企画分科会（第 25期・第 3回）議事要旨 

資料２−１  大型研究計画ヒアリング公募課題リスト 

資料２−２  2021 年度第１回地球惑星科学分野大型研究計画ヒアリングプログラム 

資料２−３  2018 年第１回地球惑星科学分野大型研究計画ヒアリングプログラム 

資料２−４  学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン 2020  

資料２−５  大型研究計画評価・コメント用紙（前期のシート） 

資料２−６  大型研究計画ヒアリングシート 入力 WEBの案 

資料２−７  地球惑星科学分野大型研究計画ヒアリング（要領案） 

資料２−８ （参考）前回提案者へのメール 

資料２−９ （参考）学協会等へのメール 

資料２−１０（参考）評価シートへの記入事項の相談 

資料３  JpGU「１時間で分かる学術会議」について 

資料４  JpGU「地球惑星科学コミュニティと日本学術会議」 

資料５  今後の予定 

 

6. 議事内容 

（１）前回議事録確認 

田近委員長により前回議事録が紹介され、内容が承認された。 

 

（２）大型研究計画ヒアリングについて 

中村委員から大型研究計画ヒアリングの準備状況が報告され、当日の進め方や評価項目に

ついて議論が行われた。 

・期日までに申し込みが 15 件あり、学会宛てに提出された 1件を加えて合計 16件を受け

付けた。 

・既に重点大型研究計画に選ばれた課題であっても、内容を改善するために学術コミュニ

ティから意見を聞きたいという申請者の希望がある場合には改めてヒアリングを行う。 

・重点に選ばれるような良い計画を参加者に見てもらうことも重要である。 

・ヒアリングを受けてコメントをもらい、内容を改善することに価値がある。 



   

・既に重点に選ばれた課題については、今回、評価を受けるか、コメントをもらうのみに

するかについて申請者の意向を確認する。 

・評価項目から「予算化のための計画の準備状況」を外す。 

・Zoomのライセンスには最大 300人接続可能なものを使用する。 

・全ての計画について「夢ロードマップ」のどの部分に位置付けられる計画であるかを説

明してもらうと分かりやすい。 

 

（３）JpGU「１時間で分かる学術会議」について 

三枝委員と中村(卓)委員から準備状況と当日の進め方が報告された。 

 

（４）JpGU「地球惑星科学コミュニティと日本学術会議」について 

田近委員長から準備状況について説明があり、当日のプログラムや参加者からの質問の受

け付け方などについて議論が行われた。 

・学術会議のあり方等についてこの機会に議論できればよい。 

・Zoomのウェビナー機能を使って実施する。 

・講演時間が短いので、質疑応答の時間は取らず、すべてチャットで受け付けて、総合討

論においてまとめて行う。 

・講演者全員の要旨を講師の間で事前に共有し、情報の過不足を調整する。 

 

（５）その他 

以下の予定が確認された。 

・地球惑星科学関連学協会長会議を 5月 31日(月)の昼休みに予定している。 

・全国地球惑星科学系学科長・専攻長等会議を 6月 6 日(日)に予定している。 

・「学術の動向」へ 2月の学術フォーラムの内容をまとめて出版する案が編集委員会で承

認された。原稿の〆切は 6月 28日(月)である。 

 

以上 


